Poetry of Su Wu 蘇武 and Li Ling 李陵 -an Origin of Valedictory Poems- by 松原 朗
（
一
）
「
蘇
武
李
陵
詩
」
あ
る
い
は
單
に
「
蘇
李
詩
」
と
稱
さ
れ
る
一
群
の
詩
が
あ
る
。
敗
軍
の
將
と
な
っ
て
そ
の
ま
ま
匈
奴
に
仕
え
た
李
陵
。

の
使
と
な
っ
て
匈
奴
に
使
い
し
、
そ
の
ま
ま
北
（
バ
イ
カ
ル
湖
）
の
に
十
數
年
に
亘
っ
て
抑
留
さ
れ
た
蘇
武
。
昭
の
始
元
六
年
（

八
一
年
）、
と
匈
奴
と
の
和
義
が
り
、
蘇
武
の
歸
國
が
叶
う
に
當
た
っ
て
、
李
陵
は
置
酒
し
て
蘇
武
を
	

し
、
「
域
を
に
す
る
人
、
壹 ひ
とた
び
別
る
れ
ば
長 とこ
しへ
に
え
ん
」
と
惜
別
の
思
い
を
吐
露
し
て
、
徑
里
兮
度
砂

里
を
徑 わ
たり
砂
を
度
る
爲
君
將
兮
奮
匈
奴
君
が
將
と
爲
り
匈
奴
に
奮
う
路
窮
兮
矢
摧
路
窮
し
て
矢
摧
だ
け
老
母
已
死
老
母
已
に
死
す
雖
欲
報
恩
將
安
歸
恩
に
報
い
ん
と
欲
す
る
も
將 は
た
安 いづ
くに
か
歸
ら
ん
と
歌
い
、
を
流
し
な
が
ら
蘇
武
と
訣
別
し
た
（
『
書
』
卷
五
四
「
李
廣
蘇
建
列
傳
」）。
こ
の
李
陵
の
歌
は
、
眞
實
彼
自
身
の
作
か
否
か
は
問
わ
な
い
と
し
て
も
、
七
言
を
基
本
に
「
兮
」
字
を
ん
だ
こ
の
い
わ
ゆ
る
楚
歌
の
形
式
は
、

の
こ
の
時
期
の
抒
詩
の
形
態
と
し
て
最
も
和
感
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
後
の
班
固
（
三
二
九
二
）
の
『
書
』
に
に
收
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
歌
の
十
分
の
古
さ
を
保
證
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
蘇
李
詩
は
、
整
然
と
し
た
五
言
詩
で
あ
り
、
先
の
楚
歌
と
は
く
質
な
る
形
式
を
っ
て
い
る
。
し
か
も
確
で
き
る
蘇
李
詩
の
初
出
が
、
梁
の
『
文
』
ま
で
下
る
こ
と
も
意
52
蘇
武
李
陵
詩
考
離
別
詩
の
一
つ
の
源
泉
松
原

が
必
で
あ
る
。
『
書
』
引
の
李
陵
歌
と
、
い
わ
ゆ
る
蘇
李
詩
と
は
、
形
式
に
お
い
て
も
、
ま
た
ら
く
は
立
時
期
に
つ
い
て
も
、

く
な
る
事
	に
あ
る
作
品
と
し
て
取
り

う
必
が
あ
る
だ
ろ
う
。
な
お
本
稿
は
、
蘇
李
詩
の
眞
僞
を
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
立
時
期
の
考
察
を
目
と
す
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
こ
で
の
關
心
は
、
蘇
李
詩
が
一
體
い
つ
か
ら
、
ま
た
ど
の
度
に
お
い
て
魏
晉
南
北
期
の
離
別
詩
の
形
に
影
を
與
え
た
の
か
を
確
す
る
こ
と
に
あ
る
。
從
っ
て
、
そ
の
確
に
必
な
限
り
に
お
い
て
、
蘇
李
詩
の
立
に
關
わ
る
事
	を
整
理
す
る
こ
と
に
な
る
。
蘇
李
詩
の
立
に
關
わ
る
究
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
繼
續
に
發
表
さ
れ
（
１
）、
そ
れ
を
後
人
の
僞
作
と
見
る
も
の
、
李
陵
と
は
無
關
係
に

立
し
た
詩
篇
が
李
陵
（
ま
た
蘇
武
）
の
名
の
下
に
傳
承
（
偽
託
）
さ
れ
た
と
見
る
も
の
、
さ
ら
に
は
李
陵
と
蘇
武
の
眞
作
と
見
る
も
の
（
２
）等
、
そ
の
見
解
も
多
岐
に
渡
る
。
本
稿
で
は
、
筆
が
最
も
穩
當
と
考
え
る

欽
立
「
詩
別

（
僞
第
一
）
蘇
李
詩
」
（
同
『
魏
六
文
學
論
集
』
陝
西
人
民
出
版
、
一
九
八
四
年
）
の
見
解
に
、
原
則
と
し
て
從
い
た
い
。
い
わ
ゆ
る
蘇
李
詩
を
記
し
た
確
で
き
る
初
出
文
獻
は
『
文
』
で
あ
り
、
卷
二
九
收
の
李
陵
「
與
蘇
武
三
首
」
（
初
句
は
そ
れ
ぞ
れ
良
時
不
再
至
・
嘉
會
再
・
携
手
上
河
梁
）
と
蘇
武
「
詩
四
首
」
（
初
句
は
そ
れ
ぞ
れ
骨
肉
枝
・
鵠
一
別
・
結
髮
爲
夫
妻
・
燭
燭
晨
明
）
の

合
七
首
で
あ
る
。
そ
の
後
、
北
宋
の
韓
元
吉
の
原
篇
と
さ
れ
る
『
古
文
』
（
現
行
本
卷
八
）
に
「
別
詩
」
八
首
、
蘇
武
「
答
詩
」
「
別
李
陵
」
の
合
十
首
が
見
え
る
。
ま
た
欽
立
の
考
證
に
據
れ
ば
、『
古
文
』
卷
八
の
孔
融
「
雜
詩
三
首
」
も
 代
に
は
李
陵
詩
と
目
さ
れ
て
い
た
詩
篇
で
あ
り
、
こ
こ
に
さ
ら
に
『
文
』
李
善
!や
『
北
堂
書
鈔
』
に

引
の
二
篇
の
殘
句
を
加
え
て
、
現
在
確
で
き
る
蘇
李
詩
は
、
二
二
篇
と
な
る
。
以
下
、
蘇
李
詩
に
つ
い
て
の
欽
立
の
書
誌
見
解
を
、
三
點
に
整
理
す
る
。
①「
蘇
武
詩
」
は
、
梁
代
に
「
李
陵
詩
」
か
ら
"出
し
た
李
陵
詩
に
對
す
る
言
#は
、
す
で
に
宋
齊
時
代
よ
り
散
見
さ
れ
る
が
、
蘇
武
詩
へ
の
言
#は
梁
に
至
っ
て
初
め
て
現
れ
る
（
『
文
』
卷
二
九
「
蘇
武
詩
四
首
」
）。
し
か
も
梁
代
に
お
い
て
も
、
蕭
子
顯
『
南
齊
書
』
文
學
傳
論
や
、
江
淹
「
雜
體
詩
」
で
は
李
陵
詩
の
み
を
取
り
上
げ
て
、
蘇
武
詩
に
は
言
#し
な
い
。
こ
う
し
た
事
實
は
、
「
李
陵
の
詩
集
」
が
先
に
存
在
し
、
蘇
武
詩
は
梁
代
に
な
っ
て
「
李
陵
の
詩
集
」
か
ら
"出
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
つ
の
證
據
と
し
て
、
そ
の
後
も
$し
ば
兩
の
混
亂
が
%こ
っ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
『
文
』
で
は
蘇
武
詩
と
し
て
收
め
る
「
骨
肉
枝
」
詩
は
、
『
初
學
記
』
卷
十
八
で
は
蘇
武
李
陵
詩
考
（
松
原
）
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李
陵
「
蘇
武
詩
」
に
作
る
。
ま
た
江
淹
「
雜
體
詩
」
擬
李
陵
詩
に
は
「
結
髮
不
相
見
」
の
句
が
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
『
文
』
が
蘇
武
詩
と
し
て
收
め
る
「
結
髮
爲
夫
妻
」
詩
に
擬
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
混
亂
の
存
在
は
、
宋
齊
以
に
は
蘇
武
詩
が
李
陵
詩
と
未
分
の
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
。
②「
李
陵
詩
」
は
、
後
人
の
僞
作
で
は
な
い
。
蘇
軾
は
「
正
齊
梁
小
兒
擬
作
、
決
非
西
人
」
（
「
答
劉
	


曹
書
」
『
蘇
東
坡
集
・
後
集
』
卷
九
）
と
し
て
僞
作
を
唱
え
る
。
し
か
し
意
圖
さ
れ
た
僞
作
で
あ
れ
ば
、
李
陵
の
經
と
努
め
て
矛
盾
の
な
い
よ
う
に
作
る
の
が
作
法
で
あ
る
。
し
か
る
に
李
陵
詩
の

容
は
雜
多
で
相
互
に
矛
盾
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
人
一
時
の
制
作
で
は
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
僞
作
の
意
圖
を
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
３
）。
③
「
李
陵
詩
」
は
、
後
末
期
に
、
交
州

民
の
體
驗
の
中
か
ら
立
し
た
。
「
李
陵
詩
」
は
、
後
末
期
に
戰
亂
を
け
て
交
州
（
現
ベ
ト
ナ
ム
北
部
）
に
移
動
す
る
民
の
體
驗
を
反
映
し
て
い
る
。
「
燭
燭
晨
明
」
詩
に
は
「
山

中 、
州 、
」
の
句
が
あ
る
が
、
「
中
原
」
を
「
中
州
」
と
稱
す
る
の
は
後
の
後
期
に
特

で
あ
る
。
ま
た
そ
の
「
山
」
、
び
「
日
南
」
（
『
古
文
』
李
陵
「
別
詩
」
の
「
有
鳥
西
南
飛
」
詩
）
の
語
に
目
す
れ
ば
、
「
日
南
」
は
交
州
を
指
し
、「
山
」
は
交
州
に
至
る

の
經
路
を
指
す
。
筆
は
、
欽
立
の
①
②
の
見
解
に
贊
同
す
る
。
ま
た
③
に
つ
い
て
は
後
末
期
の
立
に
つ
い
て
は
當
と
考
え
（
４
）、
「
交
州

民
の
制
作
」
に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
し
た
い
。
か
く
し
て
蘇
李
詩
に
つ
い
て
は
、
後
末
期
の
無
名
氏
の
手
に
る
、
李
陵
の
名
の
下
に
傳
え
ら
れ
た
作
品
群
（
５
）、
と
す
る
識
を
も
っ
て
本
稿
の
基
本
な
立
場
と
す
る
。
（
な
お
欽
立
の
見
解
に
據
れ
ば
、
宋
齊
以
は
蘇
武
詩
と
称
す
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
總
て
李
陵
詩
と
呼
ぶ
べ
き
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
で
は
慣
例
に
從
っ
て
、
特
に
必
が
な
い
限
り
「
蘇
李
詩
」
の
 稱
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
）。
（
二
）「
蘇
李
詩
」
の
發
見
蘇
李
詩
を
最
初
に
記
し
た
文
獻
は
、
『
文
』
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
存
在
に
つ
い
て
言
し
た
も
の
は
、
そ
れ
以
に
も
あ
っ
た
。
『
文
』
!集
の
時
点
か
ら
"百
年
遡
っ
た
顏
#之
の
「
庭
誥
」
（
『
太
$御
覽
』
卷
五
八
六
引
）
で
あ
る
。
「
庭
誥
」
の
立
は
、
元
嘉
十
一
年
（
四
三
四
）
以
後
の
七
年
%と
推
定
さ
れ
る
。
『
宋
書
』
卷
七
三
「
顏
#之
傳
」
に
據
れ
ば
、
「
（
顏
）
#之
與
（
車
）
仲
&世
素
不
協
、
屏
居
里
巷
、
不
豫
人
%
七
載
。
…
…
閑
居
無
事
、
爲
庭
誥
之
文
」
と
あ
る
。
そ
の
顏
#之
の
屏
居
と
は
、
右
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
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記
の
七
年
の
こ
と
で
あ
る
（
曹
衡
・
劉

『
南
北
文
學
年
史
』
人
民
文
學
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。
「
庭
誥
」
は
、
李
陵
詩
に
つ
い
て
	の
よ
う
に
記
す
。

李 、
陵 、
衆 、
作 、
、
總
雜
不
、
元
是
假 、
託 、
、
非
盡
（
李
）
陵
制
。
至
其
善
篇
、
有
足
悲
。
顏
之
は
、
こ
の
「
庭
誥
」
執
筆
の
時
點
（
四
四
〇
年
以
）
で
、
す
で
に
「
李
陵
衆
作
」
と
稱
す
る
作
品
群
の
存
在
を
知
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
相
互
に
雜
駁
で
不
統
一
な
容
の
故
に
、
李
陵
に
假
託
さ
れ
た
詩
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
顏
之
を
發
端
と
し
て
、
そ
れ
以
、
李
陵
詩
に
關
す
る
言
は

實
に
加
し
て
い
る
。
こ
の
事
實
は
却
っ
て
、
顏
之
以
に
は
、
李
陵
詩
が
殆
ど
目
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
放
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
假
に
李
陵
詩
が
こ
れ
以
に
も
行
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
信
じ
ら
れ
た

時
代
の
立
と
い
う
際
立
っ
た
古
さ
の
故
に
、
ま
た
李
陵
と
い
う
名
な
人
物
の
故
に
、
必
ず
や
李
陵
詩
に
關
す
る
言
が
繰
り
さ
れ
、
ま
た
そ
の
詩
を
典
故
と
し
た
詩
篇
の
制
作
も
あ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
（
６
）。
し
か
し
そ
の
痕
跡
が
く
な
い
、
こ
の
こ
と
は
李
陵
詩
が
世
に
埋
も
れ
て
い
た
こ
と
の
保
證
と
な
る
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
顏
之
の
時
期
に
至
っ
て
李
陵
詩
は
發
見
さ
れ
、
よ
う
や
く
文
人
た
ち
の
目
を
集
め
始
め
た
の
で
あ
る
。
・
劉
『
文
心
雕
龍
』
明
詩
篇
：
孝
武
愛
文
、
柏
梁
列
韻
、
嚴
馬
之
徒
、
屬
辭
無
方
。
至

品
、
三
百
余
篇
、
章
國
采
、
亦
云
備
。
而
辭
人
 翰
、
莫
見
五
言
。
!以
李 、
陵 、
・
班
"
#見
疑
後
代
也
（
７
）。
・
鍾
$『
詩
品
』
總
論
：


李 、
陵 、
、
始
五
言
之
目
（
８
）。
・
蕭
子
顯
『
南
齊
書
』
文
學
傳
論
：
少 、
卿 、
（
李
陵
の
字
）
離
辭
、
五
言
才
骨
、
%與
爭
&
（
９
）。
・
裴
子
野
「
雕
蟲
論
」
：
其
五
言
爲
家
、
則
蘇 、
李 、
自
出
。
曹
劉
'其
風
力
、
潘
陸
固
其
枝
(
（
)）。
こ
の
よ
う
な
經
*を
見
る
と
、
劉
宋
の
顏
之
に
お
い
て
初
め
て
現
れ
た
李
陵
詩
（
ま
た
蘇
武
詩
）
に
關
す
る
言
は
、
南
齊
か
ら
梁
代
に
は
實
に
加
し
、
も
は
や
特
殊
な
發
言
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
『
文
心
雕
龍
』
の
よ
う
な
綿
密
な
+
を
備
え
た
體
系
,
作
が
李
陵
詩
を
取
り
上
げ
て
論
じ
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
當
時
す
で
に
、
李
陵
詩
に
關
す
る
知
識
が
一
部
の
好
事
家
の
も
の
で
は
な
く
、
す
で
に
多
く
の
人
に
知
せ
ら
れ
た
、
ま
た
そ
れ
故
蘇
武
李
陵
詩
考
（
松
原
）
55
に
當
然
論
ず
べ
き
對
象
と
し
て
熟
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
『
南
齊
書
』
の
よ
う
な
威
を
志
向
す
る
史
書
が
李
陵
詩
を
取
り
上
げ
て
る
の
も
、
同
樣
で
あ
る
。
す
る
に
、
劉
宋
の
顏
之
の
時
期
に
發
見
さ
れ
た
李
陵
詩
は
、
齊
梁
時
期
に
な
る
と
「
五
言
の

」
と
位
置
づ
け
ら
れ
（
鍾
）、
源
泉
	な
古
典
と
し
て
の
地
位
を

第
に
確
立
し
て
ゆ
く
（
）。
ま
た
そ
の
一
方
に
お
い
て
、
「
然
出
現
し
た
源
泉
	古
典
」
に
對
し
て
そ
の
眞
僞
に
懷
疑
	な
見
解
が
提
示
さ
れ
る
の
も
（
顏
之
・
劉
）、
こ
と
さ
ら
と
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
蘇
李
詩
に
威
を
め
、
ま
た
反
對
に
そ
の
威
を
否
定
す
る
意
見
も
含
め
て
、
す
る
に
、
蘇
李
詩
の
出
現
は
こ
の
時
代
に

の
念
を
も
っ
て
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（
三
）
蘇
武
詩
の
實
作
に
對
す
る
影

「
蘇
李
詩
」
が
詩
人
た
ち
の
實
作
に
影
を
與
え
た
と
す
れ
ば
、
正
し
く
こ
の
齊
梁
時
期
に
こ
そ
始
ま
る
と
推
測
し
て
相
な
い
。
「
蘇
李
詩
」
（
欽
立
の
數
え
方
で
二
二
首
）
の
中
で
最
も
よ
く
讀
ま
れ
た
の
は
、『
文
』
の
後
世
に
お
け
る
壓
倒
	な
行
性
を
考
え
れ
ば
、
卷
二
七
收
の
李
陵
「
與
蘇
武
詩
三
首
」
と
蘇
武
「
詩
四
首
」
で
あ
る
こ
と
は

い
な
い
。
し
か
も
『
文
』
の
集
そ
の
も
の
が
、
當
時
の
作
品
價
（
そ
の
中
に
は
眞
僞
定
や
、
行
性
と
い
う
名
の
價
を
含
む
）
を
根
據
と
し
て
い
る
以
上
、
こ
こ
に
收
の
七
篇
は
、
『
文
』
集
に
先
立
つ
一
時
期
（
梁

期
、
遡
れ
ば
南
齊
期
ま
で
）
の
「
蘇
李
詩
」
の
享
受
況
を
多
面
	に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
て
良
か
ろ
う
。
い
ま
便
宜
	に
、
中
で
も
特
に
広
汎
に
享
受
さ
れ
た
と
斷
さ
れ
る
「
携
手
上
河
梁
」
詩
（
「
與
蘇
武
詩
三
首
」
其
一
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
如
何
に
典
故
と
し
て
魏
晉
南
北
期
の
詩
に
影
を
與
え
た
か
を
檢
討
し
て
み
た
い ＊
。
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「
携
手
上
河
梁
」
詩
が
 目
さ
れ
る
の
は
、

ぎ
に
論
ず
る
よ
う
に
、
詩
中
の
「
河
梁
」
の
語
が
こ
の
詩
を
典
據
に
、
齊
梁
以
後
の
多
く
の
詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
る
。
ま
た
賦
得
體
の
詩
に
も
陳
、
江
總
「
賦
得
携 、
手 、
上 、
河 、
梁 、
應
詔
詩
」
が
あ
っ
て
、
當
時
の
詩
人
に
は
蘇
李
詩
中
の
 目
の
詩
篇
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
ほ
ぼ
同
樣
の
事
が
「
!鵠
一
"別
」
詩
（
「
蘇
武
詩
四
首
」
其
二
（
#））
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
す
な
わ
ち
詩
中
の
「
!鵠
」
の
語
は
し
ば
し
ば
そ
の
後
の
詩
に
用
い
ら
れ
、
し
か
も
陳
、
阮
卓
「
賦
得
!
、
鵠 、
一 、
"
、
別 、
詩
」
も
存
在
し
て
い
る
。
蘇
李
詩
に
關
わ
る
賦
得
體
詩
は
、
欽
立
『
先
秦
$魏
晉
南
北
詩
』
に
據
れ
ば
、
こ
の
江
總
と
阮
卓
の
二
篇
以
外
に
は
、
陳
、
劉
刪
「
賦
得
蘇
武
詩
」
が
あ
る
の
み
だ
が
、
し
か
し
こ
の
劉
刪
詩
は
、
蘇
武
詩
を
%然
と
意
識
す
る
の
み
で
、
特
定
の
詩
篇
を
念
頭
に
置
く
賦
得
體
詩
で
は
な
い
。
つ
ま
り
「
携
手
上
河
梁
」
詩
と
「
!鵠
一
"別
」
詩
が
、
そ
の
行
性
な
い
し
は
知
名
度
と
い
う
點
で
「
携
手
上
河
梁
」
詩
は
、
の
よ
う
で
あ
る
。
携
手
上
河
梁
手
を
携
え
て
河
梁
に
上
る
子
何
之
子
れ
に
何 いづ
くく
に
か
之
く
徘
徊
蹊
路
側
徘
徊
す
蹊
路
の
側

不
能
辭

と
し
て
辭
す
る
能
は
ず
行
人
久
留
行
人
久
し
く
留
ま
り
く
各
言
長
相
思
各
の
長
く
相
ひ
思
う
を
言
う
安
知
非
日

安 いづ
くん
ぞ
日
に
非
ざ
る
を
知
ら
ん
や
弦
自
有
時
弦

自 おの
づ
から
時
有
り
努
力
崇
明
	
努
力
し
て
明

を
崇 た
かめ
よ
首
以
爲
期
首
以
て
期 あふ
と
きと
爲
さ
ん
こ
の
詩
で
は
、「
河
梁
」
の
語
が
目
の
語
と
な
る
。「
河
梁
」
は
、
正
し
く
蘇
李
兩
の
離
別
の
場
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
語
は
、
ら
く
は
他
な
ら
ぬ
こ
の
詩
を
典
據
と
し
て
、
齊
梁
以
後
の
多
く
の
離
別
詩
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
①
牽
牛
織
女
遙
相

牽
牛
織
女
遙
か
に
相
ひ
む
爾
獨
何
辜
限
河
梁
爾 なん
じ獨
り
何
の
辜 つ
みあ
り
て
か
河
梁
に
限
ら
る
（
魏
、
曹
丕
「
燕
歌
行
二
首
」
其
一
）
②
思
歸
引
歸
河
陽
歸
る
を
思
う
の
引
河
陽
に
歸
る
假
余
鴻
鶴
高
飛

余
に
を
假
し
鴻
鶴
と
と
も
に
高
く
飛
せ
ん
經
芒
阜
濟
河
梁
芒
阜
を
經
て
河
梁
を
濟 わ
たり
望
我
舊
館
心
悦
康
我
が
舊
館
を
望
み
て
心
は
悦
康
す
（
西
晉
、
石
崇
「
思
歸
引
」）
③
瞻
言
媚
天

瞻 み
て
言
へ
ら
く
天
媚 うつ
くし
く
幽
期
濟
河
梁
幽
期
河
梁
を
濟
ら
ん
と
箱
從


箱

に
從
が
ひ
綺
闕
章
綺
章
を
闕
く
（
劉
宋
、
孝
武
劉
駿
「
七
夕
詩
二
首
」
其
一
）
以
上
の
劉 、
宋 、
を 、
下 、
限 、
と
す
る
三
篇
に
は
、
李
陵
「
携
手
上
河
梁
」
詩
の
「
河
梁
」
の
影
を
ま
だ
見
出
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
①
③
は
、
七
夕
傳
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
り
、
「
河
梁
」
は
、
牽
牛
と
織
女
と
を
蘇
武
李
陵
詩
考
（
松
原
）
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蘇
李
詩
中
に
特
別
の
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し 、
か 、
し 、
「
鵠
一
別
」
詩
は
、
蘇
李
詩
の
影
を
測
る
尺
度
と
し
て
、
「
携
手
上
河
梁
」
詩
ほ
ど
に
有
效
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
「
鵠
」
の
語
は
、
こ
の
詩
（
後
漢
末
期
）
以
上
に
古
く
、
し
か
も
規
範
性
も
併
せ
持
つ
作
例
が
存
在
す
る
た
め
（
）、
こ
の
詩
を
典
據
と
し
た
か
否
か
の

定
が
は
な
は
だ
困
だ
か
ら
で
あ
る
。
て
る
銀
河
に
架
か
る
梁
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
「
河
梁
」
は
、
李
陵
詩
と
は
無
關
係
に
、
一
義
に
は
七
夕
傳
に
由
來
す
る
語
と
斷
さ
れ
る
。
ま
た
②
は
、
石
崇
が
官
を
辭
し
て
河
陽
（
河
の
北
岸
）
に
あ
る
別
業
に
歸
る
時
の
制
作
で
あ
り
、
「
芒
阜
（
北
山
）」
を
越
え
、
「
河
梁
」
を
濟
る
と
い
う
と
き
の
「
河
梁
」
は
、
文
字
り
、
河
を
北
に
濟
る
と
き
の
渡
し
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
こ
の
三
例
の
「
河
梁
」
は
、
李
陵
詩
と
は
無
關
係
の
用
法
と
確
	し
て
良
か
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
南
齊
以

に
な
る
と
、
こ
の
語
の
大
部
分
の
用
例
に
、
「
携
手
上
河
梁
」
詩
の
影
が
	め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
④
徘
徊
將
愛
徘
徊
愛
す
る
を
將 ひ
きゐ
惜
別
在
河 、
梁 、
別
れ
を
惜
し
み
て
河
梁
に
在
り
衿
袖
三
春

衿
袖
三
春
に
た
り
江
山
千
里
長
江
山
千
里
に
長
し
（
王
融
「
蕭
議
西
上
夜
集
詩
」）
⑤
東
風
柳
線
長
東
風
柳
線
長
く

上
河 、
梁 、
を
り
て
河
梁
に
上
る
未
盡
樽
酒
未
だ
樽
の
酒
を
盡
く
さ
ざ
る
に
妾
已
千
行
妾
の

已
に
千
行
（
范
雲
「
別
詩
」）
⑥
新
知
關
山
別
新
知
關
山
に
別
れ
故
人
河 、
梁 、

故
人
河
梁
に
る
置
此
一
函
書
此
の
一
函
の
書
を
置
き
て
爲
余
雲

余
の
爲
に
雲
に
せ
よ
（
均
「
別
侯
故
章
詩
」）
⑦
軫
軫
河 、
梁 、
上
軫 し
ん軫
た
り
河
梁
の
上
紛
紛
渭
橋
下
紛
紛
た
り
渭
橋
の
下
爭
利
亦
爭
名
利
を
爭
い
亦
た
名
を
爭
い
驅
車
復
驅
馬
車
を
驅
り
復
た
馬
を
驅
る
訪
蓬
蒿
人
ぞ
蓬
蒿
の
人
を
訪
ね
ん
や
誰
憐
寂
寞

誰
か
寂
寞
の
を
憐
れ
ま
ん
や
（
王
孺
「
日
登
高
詩
」）
⑧
鬱
鬱
陌
上
桑
鬱
鬱
た
り
陌
上
の
桑
盈
盈
傍
女
盈 え
い盈
た
り
傍
の
女
君
上
河 、
梁 、
君
を
り
て
河
梁
に
上
り
拭
不
能
語
を
拭 ぬ
ぐひ
て
語
る
能
は
ず
（
王
臺
卿
「
陌
上
桑
四
首
」
其
一
）
⑨
故
人
形
影
滅
故
人
形
影
滅
し
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書
兩
倶

書
兩
つ
な
が
ら
倶
に
ゆ
遙
看
塞
北
雲
遙
か
に
看
る
塞
北
の
雲
懸
想
關
山

懸
か
に
想
ふ
關
山
の

子
河 、
梁 、
上
子
河
梁
の
上
に
應
將
蘇
武
別
應
に
蘇
武
と
別
れ
ん
と
す
（
信
「
擬
詠
懷
詩
二
十
七
首
」
其
十
）
⑩
開
窗
對
高
掌
窗
を
開
き
て
高
掌
に
對
し
坐
河 、
梁 、
坐
し
て
河
梁
を
む
歌
	聞
長
樂
歌
	
長
樂
を
聞
き
鍾
聲
徹
建
章
鍾
聲
建
章
に
徹 と
ほる
（
信
「
登
州
中
新
閣
詩
」）
⑪
薛
君
一
狐
白
薛
君
は
一
狐
白

侯




侯
は

を
ふ
關
日
欲

關
日
れ
ん
と
欲
し
披
渡
河 、
梁 、
を
披 は
らい
て
河
梁
を
渡
る（
信
「
郊
行
値
詩
」）
⑫
鳳
吹
臨
伊
水
鳳
吹
伊
水
に
臨
み
時
駕
出
河 、
梁 、
時
に
駕
し
て
河
梁
を
出
づ
野
燎
村
田

野
燎
村
田
く
江
秋
岸
荻

江
秋
岸
荻
ば
む
（
徐
陵
「
新
亭
別
應
令
詩
」）
⑬
奉
使
窮
沙

使
い
を
奉
じ
て
砂
を
窮
め

上
河 、
梁 、
を

ぬ
ぐひ
て
河
梁
に
上
る

天
山

を
ら
ひ
て
天
山
く
思
歸
路
長
歸
る
を
思
ひ
て
路
長
し（
劉
刪
「
賦
得
蘇
武
詩
」）
⑭
河 、
梁 、
隴
頭
河
梁
に
隴
頭
を
み
分
手
路
悠
悠
手
を
分
か
て
ば
路
悠
悠
徂
年

電
徂
年
く
こ
と
電 いな
づ
まの
く
別
日
欲
秋
別
日
秋
と
ら
ん
と
欲
す
鵠
飛
飛

鵠
飛
び
飛
び
て
く
山
去
去
愁
山
去
り
去
り
て
愁
ふ
（
江
總
「
別
袁
昌
州
詩
二
首
」
其
一
）
⑮
自
君
上
河 、
梁 、
君
の
河
梁
に
上
り
し
自
り
蓬
首
臥


蓬
首

に
臥
す
安
得
一
樽
酒
安 いづ
くん
ぞ
一
樽
の
酒
を
得
て
慰
妾
九
廻
腸
妾
の
九
廻
の
腸
を
慰
め
ん
（
陳
少
女
「
寄
夫
詩
」）
⑯
 
!未
和
親
 
!
未
だ
和
親
せ
ず
憂
國
不
憂
身
國
を
憂
ひ
て
身
を
憂
へ
ず
蘇
武
李
陵
詩
考
（
松
原
）
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握
手
河
梁
上
手
を
握
る
河
梁
の
上
窮
涯
北
濱
涯
を
窮
む
北
の
濱 ほ
とり
（
楊
素
「
出
塞
二
首
」
其
二
）
南
齊
か
ら
隋
に
至
る
こ
れ
ら
十
三
篇
を
覽
す
る
と
き
、
離 、
別 、
の 、
詩 、
が
多
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
④
⑤
⑥
⑫
⑭
⑮
）。
ま
た
樂
府
で
あ
っ
て
も
、
男 、
女 、
の 、
離 、
別 、
を
題
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
⑧
）。
ま
た
蘇 、
武 、
李 、
陵 、
の 、
離 、
別 、
の
故
事
に
直
接
取
材
し
た
も
の
も
あ
る
（
⑨
⑬
⑯
）。
こ
う
し
た
離
別
の
主
題
と
関
わ
る
詩
は
す
べ
て
十
篇
、
そ
れ
は
十
三
篇
中
の
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
の
一
方
に
、
離
別
と
は
無
關
係
に
「
河
梁
」
の
語
を
用
い
た
詩
が
存
在
す
る
の
は
（
⑦
⑩
⑪
）、
む
し
ろ
至
っ
て
自
然
な
こ
と
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
河
梁
」
は
、
河
に
架
か
っ
た
橋
梁
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
自
體
は
、
離
別
と
の
固
有
の
關
係
を
持
つ
よ
う
な
特
殊
な
用
語
で
は
な
い
。
河
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
日
常
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
そ
れ
は
、
渭
水
に
架
か
る
橋
梁
と
な
り
（
⑦
）、
新
の
高
樓
か
ら
ま
れ
る
橋
梁
と
な
り
（
⑩
）、
郊
外
に
ん
で
	
に

ら
れ
た
と
き
に
友
人
た
ち
と
凍
え
な
が
ら
渡
っ
た
橋
梁
と
な
る
（
⑪
）。
そ
れ
故
こ
こ
で
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
「
河
梁
」
の
語
が
、
こ
の
よ
う
に
普
の
景
を
く
中
に
現
れ
う
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
し
か
し
實
際
に
は
離
別
の
詩
に
集
中
し
て
現
れ
る
と
い
う
極 、
端 、
な 、

、
向 、
で
あ
る
。
こ
の
事
實
は
、
そ
の
背
後
に
共
の
典
據
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
典
據
と
は
、
ほ
ぼ
確
實
に
李
陵
「
携
手
上
河
梁
」
詩
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
點
。
顏
之
「
庭
誥
」
に

世
紀
遲
れ
て
、
實
作
（
④
王
融
「
蕭
議
西
上
夜
集
詩
」
は
南
齊
の
永
明
八
年
490の
制
作
）
の
分
野
で
も
李
陵
詩
の
影
が
顯
在
し
て
い
る
と
い
う
時 、

、
差 、
に
目
し
た
い
。
こ
の
世
紀
の
遲
れ
は
、
客

な
知
識
と
し
て
の
み
識
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
實
作
を
し
て
血
肉
す
る
の
に
し
た
時
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
王
融
詩
と
略
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
劉
『
文
心
雕
龍
』
に
李
陵
詩
が
言
さ
れ
た
こ
と
も
、
も
と
よ
り
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
周
到
で
體
系
な
作
に
お
い
て
は
、
言
す
べ
き
作
と
作
品
の
擇
は
、
恣
意
で
偶
然
な
も
の
、
で
は
あ
り
得
な
い
。
李
陵
詩
が
、
實
作
の
場
に
影
を
與
え
る
ほ
ど
に
詩
人
の
中
に

す
る
と
い
う
李
陵
詩
享
受
の
深
が
、
『
文
心
雕
龍
』
の
李
陵
詩
に
關
す
る
言

を
催
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
四
）「
蘇
李
詩
」
の
實
作
に
對
す
る
體
影

南
齊
以

の
詩
の
實
作
に
、
ま
た
特
に
離
別
詩
の
そ
れ
に
、
李
陵
詩
の
影
が
ん
で
い
る
こ
と
は
、
 
!で
確
し
た
。
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に
論
ず
べ
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き
は
、
影
の
體
相
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
そ
の
と
き
留
意
す
べ
き
は
、
い
わ
ゆ
る
蘇
李
詩
の
提
示
す
る
世
界
が
、
史
「
眞
相
」
（
第
一
參
照
）、
つ
ま
り
朔
を
臺
に
し
た
、
も
は
や
再
會
を
期
し
が
た
い
悲
痛
で
切
し
た
離
別
と
、
必
ず
し
も
そ
の
	
況
を
一

さ
せ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
加
え
て
、
詩
篇
相
互
に
お
い
て
も
多
く
の
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
離
別
の
史
「
眞
相
」
と
、
蘇
李
詩
が
く
世
界
と
の
矛
盾
は
、
地
理
關
係
・
人
關
係
な
ど
、
そ
の
方
面
は
多
岐
に
渡
る
。
い
ま
先
ず
、
地 、
理 、

、
な 、
矛 、
盾 、
點 、
を
確
し
て
み
よ
う
。
『
文
』
收
の
七
篇
の
「
蘇
李
詩
」
に
就
い
て
み
れ
ば
、
涼
と
し
た
朔
の
離
別
に
相
應
し
く
な
い
景
物
が
、
少
な
か
ら
ず
詠
み
ま
れ
て
い
る
。
・
携
手
上
河
梁
、
子
何
之
。
（
李
陵
「
與
蘇
武
詩
三
首
」
其
二
）
・
臨
河
長
纓
、
念
子
悵
悠
悠
。
（
李
陵
「
與
蘇
武
詩
三
首
」
其
三
）
・
仰
觀
江
流
、
仰

雲
。
…
…
山

中
州
、
相
去
悠
且
長
。
（
蘇
武
「
詩
四
首
」
其
四
）

で
取
り
上
げ
た
「
河
梁
河
に
か
か
っ
た
梁
」
は
、
も
と
よ
り
朔
の
離
別
に
相
應
し
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
「
臨
河
長
纓
」
と
い
う
豐
か
な
水
を
え
る
河
の
イ
メ
ー
ジ
が
そ
れ
と
無
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
矛
盾
を
明
す
る
た
め
に
文
五
臣
の
一
人
李
翰
は
、
李
陵
「
與
蘇
武
詩
三
首
」
の
題
下
に
「
（
蘇
）
武
將
使
匈
奴
、
故
 此
詩
」
と
し
、
離
別
の
地
點
を
長 、
安 、
に
比
定
し
て
、
蘇
武
が
使
!
と
し
て
匈
奴
に
赴
く
と
き
に
、
友
人
の
李
陵
が
長
安
で
彼
を
"別
し
た
と
き
の
作
と
解
釋
す
る
。
す
な
わ
ち
「
河
梁
」
「
臨
河
長
纓
」
は
、
渭
水
（
廣
義
に
は
#河
水
系
）
を
指
す
と
見
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
地
理
な
矛
盾
を
解
$す
る
た
め
の
苟
且
の
解
釋
で
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
解
釋
も
「
仰
觀
江 、

、
流
…
…
山 、

、
中
州
」
に
つ
い
て
は
完
%に
破
綻
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
江
」
は
、
蜀
中
の
河
川
を
言
う
も
の
で
あ
り
、
「
山
」
に
至
っ
て
は
、
な
お
さ
ら
長
安
と
は
遠
く
隔
た
っ
た
地
理
で
あ
る
。
矛
盾
は
、
こ
う
し
た
地
理
關
係
ば
か
り
で
は
な
く
、
離
別
の
當
事
!
相
互
の
人
&關
係
に
も
'ん
で
い
る
。
・
骨 、
肉 、
枝
(。
結
交
亦
相
因
。
四
皆
兄
弟
。
誰
爲
行
路
人
。
（
蘇
武
「
詩
四
首
」
其
一
）
・
結
髮
爲
夫 、
妻 、
。
恩
愛
兩
不
疑
。
（
蘇
武
「
詩
四
首
」
其
二
）
「
骨
肉
」
は
血
を
提
と
す
る
表
現
で
あ
り
、
蘇
李
の
關
係
に
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。
ま
た
「
結
髮
爲
夫
妻
」
は
、
そ
れ
を
如
何
に
親
密
な
兩
!の
譬
喩
と
解
釋
し
よ
う
と
し
て
も
、
男
性
同
士
の
、
し
か
も
と
匈
奴
と
の
紛
爭
を
	況
と
す
る
兩
!の
政
治
な
離
別
を
言
う
に
は
、
不
似
合
な
も
の
で
あ
る
。
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以
上
は
矛
盾
の
出
し
た
も
の
を
例
示
し
た
が
、
總
じ
て
、
蘇
李
詩
と
史
眞
相
と
の
懸
は
余
り
に
も
大
き
い
。
李
陵
詩
に
對
す
る
最
初
の
言

と
な
っ
た
顏
之
が
、
す
で
に
「
總
雜
不
、
元
是
假
託
、
非
盡
（
李
）
陵
制
」
と
	し
て
い
る
の
は
、
正
し
く
公

の
論
と
言
う
べ
き
で
あ
る
（
）。
蘇
李
詩
の
描
く
世
界
は
、
史
眞
相
と
矛
盾
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
こ
に
集
め
ら
れ
た
詩
篇
相
互
に
も
多
く
の
矛
盾
を
え
た
、
多
樣
で
雜
駁
な
離
別
詩
の
集
合
體
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
蘇
李
の
眞
作
と
信
じ
ら
れ
、
享
受
さ
れ
た
と
き
に
は
、
そ
の
雜 、
駁 、
さ
も
却
っ
て
豐
か
な
多 、
樣 、
性 、
と
し
て
活
き
て
く
る
。
も
し
假
に
、
蘇
李
詩
が
朔
で
の
切
し
た
離
別
と
い
う
史
眞
相
を
一
元
に
反
映
し
た
作
品
群
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

な
江
南
の
自
然
風
土
と
、
優
な
修
辭
洗
を
競
う
當
時
の
南
朝
の
文
學
風
土
の
中
に
置
か
れ
た
と
き
、
詩
人
た
ち
の
離
別
詩
の
制
作
と
殆
ど
接
點
を
持
ち
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
離
別
詩
は
、
劉
宋
の
鮑
照
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
に
繼
承
さ
れ
る
基
本
樣
式
が
形
さ
れ
る
（
）。
離
別
が
、
詩
の
重
な
題
の
一
つ
と
し
て
知
さ
れ
る
の
は
、
鮑
照
以
後
の
こ
と
と
考
え
て
良
い
。
そ
の
鮑
照
の
離
別
詩
に
は
「
蘇
李
詩
」
の
明
ら
か
な
痕
跡
を
確
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
（
）、
恰
も
こ
の
時
期
を
境
に
そ
の
詩
が
人
々
の
耳
目
を
惹
き
始
め
た
こ
と
は
、
離
別
詩
の
形
に
對
し
て
、
積
極
な
觸
媒
效
果
を
も
た
ら
し
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ぎ
に
、
「
蘇
李
詩
」
が
齊
梁
以
後
の
離
別
詩
に
ぼ
し
た
影
を
、
單
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
ま
た
最
も
重
な
影
は
、
離
別
と
い
う
ま
だ
傳
統
の
確
立
し
て
い
な
い
新
し
い
題
に
、
古
典
な
據
り
＝
威
（
蘇
李
詩
は

の
作
と
信
じ
ら
れ
た
！
）
を
提
供
し
た
こ
と
で
あ
る
。
繰
り
 せ
ば
、
魏
晉
時
期
に
、
離
別
詩
は
寄
!や
公
讌
に
遲
れ
て
、
よ
う
や
く
"
#し
始
め
た
題
に
$ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
劉
宋
の
鮑
照
に
至
っ
て
離
別
詩
は
基
本
樣
式
を
形
し
つ
つ
あ
っ
た
が
、
彼
自
身
は
當
時
な
お
、
そ
の
分
野
の
孤
立
し
た
先
驅
作
家
に
$ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
南
齊
以
後
、
離
別
の
題
の
下
に
多
く
の
作
品
が
%積
さ
れ
始
め
た
と
き
（
&）、
彼
ら
の
眼
に
「
離
辭
離
別
の
詩
」
（
蕭
子
顯
『
南
齊
書
』
文
學
傳
論
）
と
'括
さ
れ
る
多
數
の
蘇
李
詩
が
俄
か
に
出
現
し
た
こ
と
は
、
離
別
と
い
う
題
の
定
(を
促
し
、
離
別
詩
の
制
作
を
促
す
積
極
な
刺
激
と
な
っ
た
に
)い
な
い
。
第
二
に
、
離
別
と
閨
怨
と
の
關
係
を
積
極
に
取
り
持
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
蘇
武
「
詩
四
首
」
其
二
の
「
結
髮
爲
夫
妻
」
詩
（
*）は
、
夫
の
出
征
を
控
え
て
の
夫
+の
離
別
を
詠
じ
た
詩
篇
で
あ
る
。
南
齊
以
,、
離 、
別 、
詩 、
は 、
閨 、
怨 、

、
發 、
想 、
と 、
接 、
-
、
す
る
が
、
そ
の
と
き
夫
+の
離
別
を
題
と
中
國
詩
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す
る
こ
の
蘇
武
詩
の
存
在
は
、
優
れ
た
示
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
別
詩
別
詩
范
雲
東
風
柳
線
長
東
風
柳
線
長
く

上
河
梁
を
り
て
河
梁
に
上
る
未
盡
樽
酒
未
だ
樽
の
酒
を
盡
く
さ
ざ
る
に
妾
已
千
行
妾
の

已
に
千
行
こ
の
詩
は
、
と
妾
と
の
離
別
を
題
と
す
る
閨
怨
詩
で
あ
る
。
「
上
河
梁
」
の
用
語
は
、
上
の
よ
う
に
李
陵
「
携
手
上
河
梁
」
詩
の
影
	を
最
も
明
瞭
に
示
す
證
據
で
あ
る
。
た
だ
し
い
わ
ゆ
る
蘇
李
詩
が
そ
の
中
に
閨
怨

詩
篇
を
含
ま
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
范
雲
の
こ
の
閨
怨
詩
と
接
點
を
持
つ
こ
と
も
な
く
、
結
果
と
し
て
「
上
河
梁
」
の
用
語
の
用
も
あ
り
得
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
蘇
李
詩
が
閨
怨
詩
に
働
き
か
け
る
と
き
、
「
結
髮
爲
夫
妻
」
詩
が
そ
の
影
	の
仲
立
ち
を
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
の
詩
も
、
詩
と
ほ
ぼ
同
樣
の
事
に
あ
る
。
陌
上
桑
四
首
其
一
陌
上
桑
王
臺
卿
鬱
鬱
陌
上
桑
鬱
鬱
た
り
陌
上
の
桑
盈
盈
傍
女
盈
盈
た
り
傍
の
女
君
上
河
梁
君
を
り
て
河
梁
に
上
り
拭
不
能
語
を
拭
ひ
て
語
る
能
は
ず
こ
の
二
篇
の
閨
怨

離
別
詩
は
、
閨
怨
詩
の
史
に
新
し
い
試
み
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
傳
統

な
閨
怨
詩
は
、
離
別
か
ら
に
久
し
い
時
が
經
し
た
況
を
設
定
し
て
、
女
性
の
男
性
に
對
す
る
怨
の
思
い
を
抒
べ
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
二
篇
が
、
離
別
の
た
だ
中
に
況
を
設
定
し
て
い
る
の
は
、
從
來
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
閨
怨
詩
の
新
し
い
趣
向
に
は
、
蘇
武
「
結
髮
爲
夫
妻
」
詩
の
影
	を
想
定
し
て
良
か
ろ
う
（
）。
（
五
）
結
語
六
期
に
お
け
る
離
別
詩
の
形
を
考
え
る
と
き
、
蘇
武
詩
が
如
何
な
る
形
で
そ
こ
に
影
	を
與
え
た
か
を
檢
討
す
る
こ
と
は
、
不
可
缺
の
作
業
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
蘇
李
詩
が
蘇
武
李
陵
の
離
別
詩
の
眞
作
と
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
、

中
期
の
立
と
い
う
古
さ
と
、
五
言
詩
の
嚆
矢
と
い
う
文
學
史


價
と
が
相
俟
っ
て
、
源
泉

な
古
典
と
し
て
の
威
を
持
っ
た
は
ず
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
魏
晉
以
の
離
別
詩
の
形
に
も
大
き
な
影
	を
與
え
た
こ
と
蘇
武
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を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
蘇
李
詩
の
體
な
影
は
、
差
し
當
た
り
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
は
、
用
語
元
で
の
影
で
あ
る
。
南
齊
以
後
の
離
別
詩
に
、
離
別
の
地
點
と
し
て
し
ば
し
ば
「
河
梁
」
が
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
端
に
、
李
陵
「
携
手
上
河 、
梁 、
」
詩
を
踏
ま
え
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
樣
に
「
鵠
」
が
離
別
の
象
と
し
て
定
	す
る
こ
と
に
も
、
蘇
武
「

、
鵠 、
一

別
」
詩
が
一
定
の
影
を
与
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
第
二
は
、
蘇
武
「
結
髮
爲
夫
妻
」
詩
が
仲
介
と
な
る
と
こ
ろ
で
、
從
來
は
そ
れ
ぞ
れ
な
る
題
と
し
て
あ
っ
た
離
別
と
閨
怨
と
の
接
が
、
實
現
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
齊
梁
期
以
、
詩
文
學
一
般
に
男
女
の
性
愛
に
對
す
る
關
心
が
深
ま
る
中
で
、
閨
怨
と
の
接
を
實
現
し
た
離
別
詩
は
、
一
の
發
展
の
手
掛
か
り
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
蘇
李
詩
の
よ 、
り 、
重
で
本
質
な
影
は
、
離
別
と
い
う
比
較
新
し
い
題
に
、
古
典
な
根
據
を
與
え
た
こ
と
、
つ
ま
り
離
別
と
い
う
題
の
熟
と
定
	に
積
極
な
刺
激
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
點
を
考
慮
に
入
れ
た
と
し
て
も
、
し
か
し
蘇
李
詩
が
與
え
た
影
は
、
や
は
り
限
定
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
蘇
李
詩
の
存
在
が
詩
人
た
ち
の
意
識
に
上
り
始
め
た
の
が
劉
宋
の
中
期
で
あ
り
（
顏
之
「
庭
誥
」
）、
離
別
詩
の
實
作
に
影
が
び
始
め
た
の
は
さ
ら
に
下
っ
て
南
齊
時
期
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
離
別
詩
は
、
魏
晉
以
來
の

期
を
經
て
、
劉
宋
の
鮑
照
に
至
っ
て
略
ぼ
基
本
な
樣
式
を
形
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
以
後
に
發
生
し
た
蘇
李
詩
の
影
は
、
も
は
や
、
離
別
詩
の
形
に
一
義
な
重
性
を
持
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
１
）
「
蘇
李
詩
」
の
立
に
關
わ
る
從
來
の
究
を
領
よ
く
整
理
し
て
い
る
の
は
、「
蘇
李
詩
文
僞
」（
劉

『
中
古
文
學
文
獻
學
』
江
蘇
古
出
版
、
一
九
九
七
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
蘇
李
の
眞
作
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
上
で
、
立
時
期
に
つ
い
て
は
特
に
結
論
を
記
す
こ
と
な
く
、
①
後
末
の
靈
・
獻
の
時
期
、
②
曹
魏
の
時
期
、
③
兩
晉
交
替
の
時
期
の
三
に
整
理
し
て
い
る
。
な
お
後
す
る
よ
う
に
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
、
①
の
を
 る
!欽
立
の
"
を
穩
當
と
考
え
る
立
場
に
あ
る
。
（
２
）
蘇
武
李
陵
詩
を
眞
作
と
見
る
最
の
果
は
、
章
培
恆
・
劉
駿
「
關
於
李
陵
《
與
蘇
武
詩
》
《
答
蘇
武
書
》
眞
僞
問
題
」（『
復
旦
學
報
』
會
科
學
、
一
九
九
八
年
第
三
輯
）
（
３
）
魏
以
#の
無
名
氏
の
詩
群
が
、
特
定
個
人
の
名
の
下
に
傳
承
さ
れ
る
例
は
他
に
も
あ
る
。
例
え
ば
、
『
文
』
に
「
古
詩
十
九
首
」
と
稱
さ
れ
る
詩
篇
の
多
く
は
、「
枚 、
乘 、
詩
」
と
し
て
傳
え
ら
れ
て
い
た
。
（
４
）
早
稻
田
大
學
の
古
屋
昭
弘
氏
の
$示
に
據
れ
ば
、
「
鵠
一

別
」
詩
（
『
文
』
蘇
武
詩
）
と
「
童
童
孤
生
柳
」
詩
（
『
古
文
%』
「
&別
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
64
詩
」
）
の
押
韻
に
つ
い
て
、
魏
晉
に
先
立
つ
古
い
時
期
の
特
を
備
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
體
に
は
、

の
韻
字
「
徊
・
乖
・
懷
・
哀
・
摧
（
魏
晉
の
皆
部
。
部
の
名
称
は
丁
邦
新
に
拠
る
）
」
と
「
依
・
悲
・
歸
・
揮
・
飛
（
魏
晉
の
脂
部
）」
と
は
、
魏
晉
時
期
に
は
す
で
に
押
韻
し
に
く
く
、
齊
梁
時
期
に
は
な
お
さ
ら
そ
の
傾
向
が
ま
る
。
ま
た
後
の
韻
字
「
泥
・
懷
（
魏
晉
の
皆
部
）
」
と
「
衣
・
・
	・
肌
・
悲
・
遲
（
魏
晉
の
脂
部
）」
に
つ
い
て
も
同
樣
で
あ
る
。
（
５
）
『
芸
文
類
聚
』
三
一
「
人
部
・
別
下
」
に
載
せ
る
三
篇
の
蘇
李
往
復
書
簡
「
漢
李
陵
与
蘇
武
書
」
「
漢
蘇
武
報
李
陵
書
」
「
李
陵
重
報
書
（『
文
選
』
四
一
題
作
「
答
蘇
武
書
一
首
」）」
は
、
後
人
に
よ
っ
て
史
実
に
符
合
す
る
よ
う
に
作
為
さ
れ
た
明
ら
か
な
「
偽
作 、
」
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
蘇
李
詩
が
、
す
で
に
存
在
し
て
い
た
詩
篇
の
作
者
を
そ
の
後
に
な
っ
て
蘇
李
に
比
定
し
た
「
偽
託 、
」
で
あ
る
の
と
、
事
情
が
異
な
る
。
と
は
言
え
、
異
な
る
成
立
の
経
緯
を
持
つ
蘇
李
詩
と
蘇
李
往
復
書
簡
が
、
と
も
に
『
文
選
』
に
初
出
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
つ
ま
り
こ
の
事
実
は
、
「
蘇
李
の
離
別
」
が
、
斉
梁
時
期
に
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
重
要
な

況
証
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。
な
お
蘇
李
往
復
書
簡
が
偽
作
と
さ
れ
る
根
拠
と
し
て
、
①『
漢
書
』
の
伝
え
る
史
実
と
よ
く
符
合
す
る
ば
か
り
か
、
表
現
に
も
踏
襲
し
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
、
②
修
辞
的
に
は
四
字
句
を
多
用
し
、
ま
た
対
偶
表
現
に
富
む
な
ど
、
前
漢
時
期
の
文
体
と
は
異
質
で
あ
る
こ
と
、
③『
漢
書
』
に
こ
れ
ら
書
簡
に
つ
い
て
の
言
及
や
引
用
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
等
。
（
６
）
『
文
』
に
「
古
詩
十
九
首
」
と
し
て
收
め
ら
れ
る
無
名
氏
の
古
詩
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
晉
、
陸
機
の
「
擬
古
詩
十
二
首
」
以
後
、

擬
詩
が
作
ら
れ
て
い
る
。
（
７
）
『
文
心
雕
龍
』
の
立
は
、

で
は
南
齊
の
末
期
、
永
泰
元
年
（
四
九
八
）
な
い
し
は
中
興
二
年
（
五
〇
二
）
と
さ
れ
る
。
（
８
）
『
詩
品
』
の
立
は
、
梁
の
天
監
（
五
一
三
）
以
後
の
數
年
。
（
９
）
蕭
子
顯
は
大
同
元
年
（
五
三
五
）
に
卒
し
て
お
り
、
『
南
齊
書
』
の
立
は
こ
れ
以
。
な
お
梁
の
大
元
年
（
五
二
七
）
以
後
に
立
す
る
裴
子
野
「
雕
蟲
論
」
と
蕭
統
『
文
』
は
蘇
李
の
二
人
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
點
を
考
慮
す
れ
ば
、
李
陵
の
み
を
取
り
上
げ
る
『
南
齊
書
』
の
立
は
、
兩
よ
り
も
早
い
可
能
性
が
高
い
。
（
10）
「
雕
蟲
論
」
は
、
李
陵
の
み
な
ら
ず
蘇
武
に
も
言
す
る
こ
と
で

目
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
序
の
末
尾
に
、
「
梁
鴻 、
臚 、
卿 、
裴
子
野
論
曰
」
と
あ
る
。
裴
子
野
が
鴻
臚
卿
と
な
っ
た
の
は
、
梁
の
大
元
年
（
五
二
七
）
で
あ
り
、
「
雕
蟲
論
」
の
立
は
こ
れ
以
と
な
る
。
こ
れ
が
蘇
武
と
李
陵
の
詩
を

す
る
『
文
』
立
（
大
二
年
後
）
と
相
い

後
す
る
時
期
で
あ
る
こ
と
は
、
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
（
11）
南
北
後
期
か
ら
隋
へ
と
、
一
般
な
レ
ベ
ル
で
は
、「
蘇
李
詩
」
を
眞
作
と
み
る
立
場
が
地
を
得
て
ゆ
く
。
一
例
と
し
て
、
杜
甫
「
解
悶
十
二
首
」
其
五
に
「
李
陵
蘇
武
是
吾
師
」。
（
12）
「
鵠
一
別
。
千
里
徘
徊
。
胡
馬
失
其
羣
。
思
心
常
依
依
。
何
況
雙
飛
龍
。

臨
當
乖
。
幸
有
絃
歌
曲
。
可
以
喩
中
懷
。
爲
子
蘇
武
李
陵
詩
考
（
松
原
）
65
吟
。

一
何
悲
。
絲
竹

聲
。
慷
有
餘
哀
。
長
歌
正
激
烈
。
中
心
愴
以
摧
。
欲
展

曲
。
念
子
不
得
歸
。
俛
仰
傷
心
。
不
不
可
揮
。
願
爲
雙
	鵠
。
子
倶

飛
。」
（
13）
「
烏
孫
公
細
君
」（『
書
』
西
域
傳
）
に
、「
吾
家
嫁
我
兮
天
一
方
、

託
國
兮
烏
孫
王
。
廬
爲
室
兮
旃
爲
墻
、
以
肉
爲
兮
酪
爲
漿
。
居
常
土
思
兮
心
傷
、
爲
	
、
鵠 、
兮
故
」。
ま
た
「
	
、
鵠 、
歌
」（

、
劉
向
『
列
女
傳
』
卷
四
）
に
、
「
	
、
鵠 、
之
早
寡
兮
、
七
年
不
雙
。
頸
獨
宿
兮
、
不
與
衆
同
。
夜
悲
鳴
、
想
其
故
雄
。
天
命
早
寡
兮
、
獨
宿
何
傷
…
…
」
。
こ
の
二
篇
に
見
え
る
「
	鵠
」
は
離
別
の
象
に
他
な
ら
ず
、
こ
の
點
で
「
	鵠
一

別
」
詩
の
「
	鵠
」
と
含
意
を
一
に
し
、
し
か
も
立
時
期
を
考
え
る
と
、
こ
の
二
篇
の
方
が
先
行
し
て
い
る
（
本
稿
で
は
、
蘇
李
詩
は
後
末
期
の
立
と
す
る
欽
立
の
見
解
に
從
う
）。
（
14）
欽
立
「
詩
別

（
僞
第
一
）
蘇
李
詩
」
に
、
「
夫
此
組
別
詩
、
固
非
一
人
一
時
之
作
、
此
其
籠
雜
之
容
、
自
足
默
識
。
而
『
古
文
』
之
標
題
「
別
」、
則
尤
甚
吟
味
」
つ
ま
り
『
古
文
』
に
言
う
「
別
」
と
は
「
離
別
詩
の

」
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
李
陵
・
蘇
武
の
名
を
明
記
し
て
い
な
い
の
は
、
後
世
「
蘇
李
詩
」
と
稱
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
が
、
當
初
は
そ
の
實
、
無
名
氏
の
手
に
な
る
離
別
詩
の
雜
集
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
（
15）
參
照
：
「
六
期
に
お
け
る
離
別
詩
の
形
（
上
）
鮑
照
に
よ
る
離
別
詩
の
發
見
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
九
集
、
一
九
九
〇
年
）
（
16）
鮑
照
「
與
荀
中
書
別
」
詩
の
「
暫
無
	
、
鶴 、
翅
、
安
得
久
相
從
」
に
錢
振
倫
『
鮑
參
軍
集
』
（
上
古
出
版
 、
一
九
八
〇
年
）
が
し
て
「
蘇
武
古
詩
：
願
爲
雙
	鵠
、
子
倶

飛
」
の
典
據
を
!げ
る
の
は
、
從
い
が
た
い
。「
	鵠
（
し
ば
し
ば
	鶴
と
混
同
）」
が
離
別
の
常
套
"譬
喩
と
な
る
の
は
、
後
末
期
の
「
蘇
李
詩
」
立
以
か
ら
の
傳
統
で
あ
る
。
な
お

12參
照
。
（
17）
參
照
：「
六
期
に
お
け
る
離
別
詩
の
形
（
中
）
永
明
期
に
お
け
る
離
別
詩
の
競
作
を
手
掛
か
り
と
し
て
」（『
中
國
詩
文
論
叢
』
第
十
集
、
一
九
九
一
年
）
（
18）
「
結
髮
爲
夫
妻
、
恩
愛
兩
不
疑
。
歡
#在
今
夕
、
燕
婉
$良
時
。
征
夫
懷
%路
、
&
'夜
何
其
。
參
辰
皆
已
沒
、
去
去
從
此
辭
。
行
役
在
戰
場
、
相
見
未
有
期
。
握
手
一
長
歎
、
(爲
生
別
)。
努
力
愛
春
*、
莫
+歡
樂
時
。
生
當
復
來
歸
、
死
當
長
相
思
。」
（
19）
離
別
と
閨
怨
と
の
接
,は
、
從
來
に
な
い
新
し
い
形
の
離
別
詩
を
生
ん
だ
。
す
な
わ
ち
男
性
同
士
の
離
別
を
題
と
す
る
詩
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
哀
傷
を
、
男
性
と
離
別
し
た
女
性
の
纏
綿
た
る
哀
傷
に
擬
え
て
表
現
す
る
新
種
の
離
別
詩
の
出
現
で
あ
る
。

16
-
.論
文
の
第
五
、
六
/を
參
照
。
［
附
記
］
冨
谷
至
『
ゴ
ビ
に
生
き
た
男
た
ち
李
陵
と
蘇
武
』
（
白
帝
社
、
一
九
九
四
年
）
に
拠
れ
ば
、
李
陵
を
も
っ
て
悲
劇
の
英
雄
と
見
る
「
李
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
一
集
66
陵
悲
話
」
は
、
三
国
を
経
て
、
劉
宋
時
期
に
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
た
。
同
書
の
所
説
を
、
三
条
の
史
料
に
即
し
て
要
約
す
る
。
①
西
晉
末
の
劉
の
「
扶
風
歌
」
（
『
文
選
』
二
八
）
に
、
「
惟
昔
李
騫
期
、
寄
在
匈
奴
庭
。
忠
信
反
獲
罪
、
漢
武
不
見
明
惟
昔
む
か
し
李
（
陵
）
期
を
騫 あや
まり
、
寄 や
ど
り
て
匈
奴
の
庭
に
在
り
。
忠
信
反
っ
て
罪
を
獲
、
漢
武
に
明 は
ら
さ
れ
ず
」
。
こ
こ
に
は
、
「
武
帝
＝
暴
君
」
「
李
陵
＝
悲
劇
の
英
雄
」
と
す
る
評
価
が
萌
芽
し
て
い
る
。
②
漢
武
用
虚
罔
之
言
、
滅
李
陵
之
家
、
劉
主
拒
憲
司
所
執
、
宥
黄
權
之
室
、
二
主
得
失
縣
遠
矣
。（『
三
国
志
』
蜀
書
「
黄
權
伝
」
に
対
す
る
劉
宋
、
裴
松
之
の
注
）
。
劉
備
は
、
司
直
の
主
張
を
退
け
て
、
魏
の
曹
操
に
寝
返
っ
た
黄
權
の
家
族
を
宥
し
た
。
こ
れ
は
虚
罔
の
言
を
信
じ
て
李
陵
の
家
族
を
処
刑
し
た
漢
武
の
横
暴
さ
と
、
雲
泥
の
差
で
あ
る
。
こ
う
述
べ
る
裴
松
之
に
お
い
て
、
①
の
劉
の
主
張
は
さ
ら
に
明
確
化
さ
れ
て
い
る
。
③
四
〇
五
年
、
敦
煌
を
支
配
す
る
西
涼
国
の
李
（
字
は
玄
盛
）
は
、
舎
人
の
黄
始
と
梁
興
間
を
東
晋
に
遣
わ
し
て
臣
事
の
意
向
を
表
明
し
、
遅
れ
て
四
一
八
年
、
東
晋
は
李
の
子
の
西
涼
王
李
を
冊
封
し
た
（『
晋
書
』
八
七
「
李
玄
盛
伝
」）
ま
た
そ
の
後
、
劉
宋
の
武
帝
劉
祐
は
、
引
き
続
き
西
涼
王
李
を
冊
封
し
た
（
『
宋
書
』
九
八
「
胡
」
）
東
晋
の
末
か
ら
宋
に
か
け
て
、
は
る
か
西
陲
の
敦
煌
か
ら
臣
下
の
礼
を
と
る
西
涼
の
李
父
子
、
そ
れ
は
華
北
奪
回
を
願
う
江
南
の
流
寓
王
朝
に
と
っ
て
は
貴
重
な
存
在
だ
っ
た
。
こ
の
隴
西
李
氏
に
属
す
る
李
父
子
は
、
李
陵
の
末
裔
に
当
た
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
を
踏
ま
え
つ
つ
、
冨
谷
氏
は
結
論
付
け
る
。
「
西
涼
の
存
在
、
そ
こ
で
踴
躍
す
る
隴
西
の
李
氏
は
、
南
朝
の
漢
人
た
ち
に
と
っ
て
果
た
せ
な
い
夢
を
か
え
て
く
れ
る
英
雄
と
映
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
李
玄
盛
（
李
の
字
）
は
か
つ
て
漢
の
武
帝
時
代
、
あ
の
強
敵
匈
奴
と
挑
ん
で
い
っ
た
漢
の
飛
将
軍
李
広
、
そ
の
孫
李
陵
の
子
孫
で
あ
っ
た
。
李
陵
の
こ
と
は
、
南
朝
の
人
た
ち
は
、
『
漢
書
』
な
ど
で
読
み
、
又
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
、
こ
こ
に
英
雄
李
玄
盛
が
出
現
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
李
陵
に
対
し
て
そ
の
人
々
の
見
方
も
よ
り
想
像
的
な
も
の
、
悲
劇
の
英
雄
と
し
て
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
。
そ
れ
が
李
陵
悲
話
で
あ
り
、
そ
の
成
立
は
五
世
紀
南
朝
宋
の
時
代
で
あ
っ
た
」
（
同
書
二
五
七
頁
）
冨
谷
氏
は
、
李
陵
の
英
雄
化
が
一
方
に
あ
る
漢
武
帝
の
評
価
の
低
下
と
対
応
し
な
が
ら
ど
の
様
に
進
行
し
、
ど
の
時
点
で
成
立
し
た
か
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
結
論
と
し
て
示
さ
れ
た
劉
宋
の
時
期
が
、
恰
も
李
陵
詩
に
初
め
て
言
及
し
た
顔
延
之
「
庭
誥
」
の
成
立
時
期
（
元
嘉
十
一
年
（
四
三
四
）
以
後
の
七
年
間
）
と
一
致
し
て
い
る
の
は
偶
然
で
は
あ
る
ま
い
。
本
稿
に
お
い
て
、
蘇
武
李
陵
詩
の
影
響
が
劉
宋
の
時
期
か
ら
顕
在
化
す
る
と
論
じ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
有
力
な
補
強
材
料
を
得
た
こ
と
に
な
る
。
蘇
武
李
陵
詩
考
（
松
原
）
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